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（１）惣村形成の背景 

  ・農業生産の増大   小農民の自立    用水・入会地の共同利用・管理 

                       

  ・鎌倉時代末期以降の戦乱         自衛の必要性 

 

（２）惣村の構成員（惣百姓） 

  ① [b.         ]（長・乙名）・沙汰人 

   寄合や宮座を主催する指導者層 

   →中には大名と主従関係を結んで[c.        ]となる者もいた 

  ② 作人（地下人） 

   農業生産力の向上により名主の支配から自立した小農民 

 

（３）惣村の自治 

  ① [d.         ]…村民の会議 

  惣掟・一揆・農事・入会地の管理などの村の運営について協議し、決定する場 

  ② 惣掟（村掟・地下掟・村法とも） 

    掟に違反した場合には、村民が警察権を行使する[e.           ]（自検断）が行われていた 

  ③ [f.           ]（共同利用地）・灌漑用水の共同利用と管理 

  ④ [g.            ]（百姓請・村請） 

  惣村が領主から年貢の徴収を請け負い、毎年一定額の年貢を納入 

  ⑤ 共同の祭礼行事 

  村の祭祀組織である[h.         ]が主催する祭礼により惣村内の団結を強めた 

 

（４）一揆の結成 

  領主に対して年貢の減免や地頭・代官の罷免などを要求するために一味同心して[i.       ]を結んだ 

➢ 一揆の形態 

  ① 愁訴
し ゅ う そ

…百姓申状によって領主に嘆願 

  ② 強訴…集団の威力を背景に強圧的に領主に要求 

  ③ 逃散…要求が受け入れられない場合、団結して耕作を放棄し村から一時退去 

  ④ 土一揆…年貢の減免や徳政を要求して武装蜂起 

 ⇒惣村が集まり、荘園単位で惣荘・郷（公領）単位で惣郷を結成して、村を越えて地縁的に結合して 

➢ 代表的な土一揆（徳政一揆） 

① [j.       ]の土一揆(1428) 

  6 代将軍足利義教の就任決定の時に、近江坂本の馬借の徳政を要求したことをきっかけに京都・近畿地方

で発生し、土倉・酒屋を襲い借金の証文を破棄した（私徳政） 

  ② 播磨の土一揆（1429） 

      国人と農民が結合し、守護大名赤松満祐の家臣追放を要求（国人一揆的性格が強い） 

  ③ 嘉吉の土一揆（1441） 

   嘉吉の変で義教が死亡し、7代将軍義勝の就任が決まった時に起こり、幕府は徳政令を始めて出した 

  ④ 享徳の土一揆（1454） 

幕府により分一徳政令（債務者が手数料として分一銭を幕府に納入すれば徳政令が適用される）が出された初めての土一揆 

畿内周辺で自治的村落

（[a.      ]・惣村） 

が形成される 
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（１）惣村形成の背景 

  ・農業生産の増大   小農民の自立    用水・入会地の共同利用・管理 

                       

  ・鎌倉時代末期以降の戦乱         自衛の必要性 

 

（２）惣村の構成員（惣百姓） 

  ① [b. おとな  ]（長・乙名）・沙汰人 

   寄合や宮座を主催する指導者層 

   →中には大名と主従関係を結んで[c. 地侍 ]となる者もいた 

  ② 作人（地下人） 

   農業生産力の向上により名主の支配から自立した小農民 

 

（３）惣村の自治 

  ① [d. 寄合  ]…村民の会議 

  惣掟・一揆・農事・入会地の管理などの村の運営について協議し、決定する場 

  ② 惣掟（村掟・地下掟・村法とも） 

    掟に違反した場合には、村民が警察権を行使する[e. 地下検断  ]（自検断）が行われていた 

  ③ [f. 入会地  ]（共同利用地）・灌漑用水の共同利用と管理 

  ④ [g. 地下請   ]（百姓請・村請） 

  惣村が領主から年貢の徴収を請け負い、毎年一定額の年貢を納入 

  ⑤ 共同の祭礼行事 

  村の祭祀組織である[h. 宮座  ]が主催する祭礼により惣村内の団結を強めた 

 

（４）一揆の結成 

  領主に対して年貢の減免や地頭・代官の罷免などを要求するために一味同心して[i. 一揆 ]を結んだ 

➢ 一揆の形態 

  ① 愁訴
し ゅ う そ

…百姓申状によって領主に嘆願 

  ② 強訴…集団の威力を背景に強圧的に領主に要求 

  ③ 逃散…要求が受け入れられない場合、団結して耕作を放棄し村から一時退去 

  ④ 土一揆…年貢の減免や徳政を要求して武装蜂起 

 ⇒惣村が集まり、荘園単位で惣荘・郷（公領）単位で惣郷を結成して、村を越えて地縁的に結合して 

➢ 代表的な土一揆（徳政一揆） 

① [j. 正長  ]の土一揆(1428) 

  6 代将軍足利義教の就任決定の時に、近江坂本の馬借の徳政を要求したことをきっかけに京都・近畿地方

で発生し、土倉・酒屋を襲い借金の証文を破棄した（私徳政） 

  ② 播磨の土一揆（1429） 

      国人と農民が結合し、守護大名赤松満祐の家臣追放を要求（国人一揆的性格が強い） 

  ③ 嘉吉の土一揆（1441） 

   嘉吉の変で義教が死亡し、7代将軍義勝の就任が決まった時に起こり、幕府は徳政令を始めて出した 

  ④ 享徳の土一揆（1454） 

幕府により分一徳政令（債務者が手数料として分一銭を幕府に納入すれば徳政令が適用される）が出された初めての土一揆 

畿内周辺で自治的村落

（[a. 惣  ]・惣村） 

が形成される 

 

 


